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本大学サポーター養成プロジェクト「高城チャレンジ」の参加メンバー。大学のさまざまなイベントでの活動を通して実行力やリーダーシップ等を身につけていく。
オープンキャンパスでは前日の清掃・設営準備を行い、当日もキャンパスアドバイザーとして来場者の案内・誘導にあたり、学科展示スタッフとしても活躍した。
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深まり、学生た

ちには大変よ

い刺激と経験に

なったものと思

われます。

　開発したオリ

ジナル鉄板料理

は、矢野産業

祭、サマーフェ

スティバル in ほことり、ひろしまフードフェスティ

バル、安
あ げ

芸安
あ げ

芸まつり等の各種イベントにおいて販売

する予定です。

①～③の３種を一皿に盛り付けて販売し、一番美味し

かったと思われたものに、使用した割り箸で一票を投

じていただくことを考えています。

　この投票結果もふまえ、さらに改良を加えてオリジ

ナル鉄板料理を完成させるとともに、今後は地域で販

売することで地域おこしの一助とする計画です。

　
佐
々
木
健
前
学
長
に
代

わ
り
、
学
長
職
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
た
い
へ
ん

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
大

学
及
び
短
大
の
〝
か
じ
取

り
〟を
担
う
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
大
学
の
現
状
に
お
け
る

課
題
は
、
平
成
25
年
度
改

組
の
3
年
目
に
入
り
、
こ

れ
ま
で
の
教
育
研
究
の
成

果
や
学
生
の
活
性
度
な
ど

の
魅
力
を
如
何
に
有
効
に

外
部
発
信
し
て
い
く
か

の
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
教
育
課
程
や
そ
の
実

施
方
法
な
ど
を
真
摯
に
見

直
し
、
教
育
効
果
の
向
上

に
つ
な
が
る
改
革
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

広島東商工会青年部と広島市安芸区・東区地域起

こし推進課、本大学の「産官学」が連携し、地

域おこしを目的として、本年度から地域資源を活かし

たオリジナル鉄板料理を開発することにいたしまし

た。

　プロジェクトでは、地域食材の活用と本大学の学生

たちの若い感性によるアイデアを基にレシピ案を絞り

込み、大学５号館の食品加工実習室等で開発するとと

もに、アンケート用紙や投票ＢＯＸのデザインと試作・

宣伝方法、web・のぼり製作などにも協力することに

しました。学生たちの活動として、５月から７月にか

けて、株式会社平山友美フードトータルプランニング

の平山先生と本大学食農バイオ・リサイクル学科の宮

本博子先生のアドバイスを受けながら、商工会青年部

からの提案や、学生たちから提案された８つのレシピ

案から３つを絞り込み、食品加工実習室やものづくり

センターに設置した仮設の大型鉄板を利用して、試作

と改良を重ねてきました。

　その結果、次のような３種類のオリジナル鉄板料理

を開発しました。

①海鮮塩焼きそば

②	焼きゲッティー

③	カリー焼きそば

　また、開発に当たっ

ては、商工会青年部

の皆さんとの連携も

オリジナル鉄板料理開発プロジェクト

キックオフセミナーの様子。商品開発から宣伝
まで、各学科の学生が専門を活かすべく集結

学生によるプレゼン

オリジナルメニュー試作会

―
地
域
と
大
学
が
連
携
、
ご
当
地
食
材
を
活
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
―

特集　地域連携

学長就任にあたって

　
短
期
大
学
部
に
お
い
て

は
、
実
践
力
と
社
会
人
基

礎
力
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
兼

備
え
た
人
材
の
育
成
を
進

め
る
と
と
も
に
、
大
学
と

の
連
携
を
深
め
る
こ
と
に

よ
り
、
専
門
学
校
と
の
差

別
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
大
学
や
短
大
の
評
価

は
、入
口
の〝
学
生
確
保
〟、

内
部
の〝
教
育
研
究
〟、

出
口
の
〝
就
職
〟
の
ト
ー

タ
ル
で
決
ま
る
も
の
と
肝

に
銘
じ
て
、
本
学
の
再
生

に
向
け
て
尽
力
す
る
所
存

で
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

李
すもも

木
ぎ

　経
つね

孝
たか
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　6月 25 日、安芸太田町（広島県山県郡）と本大学・短大との間で

地域連携協定が締結され、安芸太田町役場にて調印式が行われ、安芸

太田町の小坂眞治町長と本大学の李木学長代行が協定書を交わしまし

た。その後意見交換会を経て大学関係者は筒賀地区に移動。住民グルー

プ「いにぴちゅ会」会長の河野司さんなどの案内で井仁棚田を見学し

ました。

豊かな自然と里の恵みに育まれた癒しの町
　広島県北西部に位置する安芸太田町は、恐羅漢山や三段峡といっ

た豊かな自然に恵まれ、平成 24 年には広島県初の森林セラピー基地

に認定されました。また、筒賀地区の傾斜地に沿って作られた「井

仁の棚田」は農林水産省が認定する「棚田百選」に広島県で唯一選

ばれています。地域資源を活用し、官民一体で町の活性化に取り組

んでいます。

	平成 24 年から続く地域協力、さらに一歩先へ
　安芸太田町と本大学との地域連携活動は、平成 24 年度に始まりま

した。情報デザイン学科が同町の公用車ラッピングデザインに携わり、特産品の一つである芋焼酎「恐羅漢」のラ

ベルも学生制作のデザインが採用されました。また、本大学の佐々木健学長 ( 当時 ) が井仁棚田の源流水を分析し

た結果、屋久島縄文水などにも匹敵する良質な名水と判明。平成 26 年 6 月の名水鑑定書交付式に合わせ、佐々木

学長と学生らが棚田の源流を視察しました。さらに、井仁棚田の用水路保全活動には現代社会学科の学生が参加し、

用水路や防獣フェンスの清掃を行い、この 5月には田植えも体験するなど、

町と大学の交流は広がりを見せています。

　地域連携協定締結を機に、これまでの活動をさらに発展させ、大学の学術

的知見を町の活性化に生かし、地域社会の発展と学術振興に協力して取り組

んでいきます。具体的には井仁棚田の用水路保全活動、井仁棚田米などの特

産品ラベル・パッケージデザイン、棚田米を用いたライスミルク他特産品開

発、また学生による棚田の維持・保全活動などの社会貢献を進めます。

工学部長就任にあたって

工学研究科長就任にあたって

安芸太田町との地域連携 ―地域社会の発展と学術振興へ、協定結ぶ―

いにぴちゅ会の河野会長 ( 左 2) らと大学関係者の懇談

小坂安芸太田町長と協定書を取り交わした李木学長代行

河野会長の案内で井仁棚田を見学

　

こ
の
度
、
李
木
工
学

部
長
が
学
長
に
就
任
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
ま
し

て
、
新
た
に
工
学
部
長

に
な
り
ま
し
た
酒
井
恒

で
す
。
生
産
工
学
科
お

よ
び
旧
電
気
シ
ス
テ
ム

専
攻
の
主
任
を
3
年
間

続
け
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
役
職
に
加
え

て
さ
ら
に
、
工
学
部
長

お
よ
び
大
学
院
工
学
研

究
科
生
産
創
成
工
学
専

攻
主
任
も
兼
任
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今

回
、
食
農
バ
イ
オ
・
リ

サ
イ
ク
ル
学
科
の
募
集

停
止
な
ど
、
学
内
外
に

多
く
の
難
題
が
あ
り
、

重
圧
で
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。
力
不
足

と
は
思
い
ま
す
が
、
何

と
か
こ
の
難
局
を
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
7
月
1
日

付
で
大
学
院
工
学
研
究

科
長
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
年
度
の
途
中
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
職

責
を
果
た
す
べ
く
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
大
学
院

に
お
い
て
も
、
直
近
お

よ
び
中
・
長
期
的
な
将

来
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
工
学
研
究

科
に
お
い
て
、
学
部
教

育
と
も
連
動
し
て
教
育
・

研
究
の
充
実
を
図
り
、

進
学
す
る
学
生
が
増
加

す
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

大
学
院
に
す
る
よ
う
努

力
す
る
所
存
で
す
。
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

酒
さか

井
い

恒
ひさし

新
しん

川
かわ

　英
ひで

典
のり
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よく頑張りました。時間の都合により、15 名の受講者

のうち 6回以上出席できたのは 10 名で、このうちの 7

名が見事に合格しました。

　合格した皆さん、おめでとうございます。また今回残

念ながら僅差で不合格となった皆さんは、ぜひもう一頑

張りして次回で合格しましょう。

　大学院物質

工学専攻修士

課程 1年の山

本平さん ( 広

島県立工業高

校出身 ) と食

農バイオ・リ

サイクル学科

3年の古川雄也さん ( 島根県立平田高校出身 ) が、3

月 2 日から約 1ヶ月間タイ国立チェンマイ大学農業

産業学部へ実験留学に行きました。以下は彼らの体験

報告です ( 詳細は本学ホームページのブログ掲載）。

　今回僕たちは、光合成細菌による重金属除去と酵母

菌によるβカロチンの生産について共同で実験を行い

ました。タイでの実験方法を教わり、反対に日本での

方法を教える方式でしたのでお互いに得る物が多かっ

たと思います。また、土日には観光などにも連れて行っ

ていただき、とても充実した 1ヶ月でした。英語での

基本的な日常会話はもちろん大切ですが、今回

は実験を行うので専門用語に苦しみました。今

後英語でのコミュニケーションを頑張っていき

たいと思っています。研究室の方々とはお互い

の母国語を教えあうなどしながらとても有意義

なものでした。

　今回の実験留学では実験そのものの技術はも

ちろんですが、色々な作業を円滑に行う為には

仕事以外でのコミュニケーションも非常に大切

な事が分かりました。今後も、このようなグロー

バル化のプログラムを続けて欲しいと思いま

す。１ヶ月という短い間でしたがとても良い経

験をすることが

できました。ま

た機会があれば

是非行きたいと

思います。

工学部

　6 月 21 日、CAD

利用技術者試験（１

級と２級）が認定会

場である本大学の

CAD演習室で行われ

ました。生産工学科

では学生の CAD利用技術者資格取得を積極的に支援し、

試験の約１ヶ月前から中村格芳准教授による受験対策講

座を 10 回にわたって開講しました。この講座は放課後

の時間を利用したので、参加者の皆さんは毎回遅くまで

CAD 試験資格取得を力強くサポート

「電験三種」に挑戦する学生たち

左からチャリン学部長、山本さん、古川さん、
フィジット先生

研究室の方々と古川さん、山本さん

対策講座で真剣に取り組む参加者たち

 合格を記念して、はいチーズ

「電験三種」合格を目指し、研究室で
勉強する学生

新
た
な
知
識
を
求
め
高
ま
る
向
学
心

―
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
実
験
留
学
―

　

本
大
学
地

域
連
携
セ
ン

タ
ー
で
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス

広
島
を
使
用

し
て
、
国
家

資
格
「
第
三

種
電
気
主
任
技
術
者
」
の
講
習
会
を

開
い
て
い
ま
す
。
一
般
社
会
人
が
対

象
な
の
で
夜
間
の
授
業
と
な
り
ま
す

が
、
現
在
本
学
の
在
学
生
・
卒
業
生

が
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
内
訳
は
３

年
生
１
名
、
４
年
生
２
名
、
卒
業
生

５
名
等
で
す
。

　

学
生
の
中
に
は
人
一
倍
意
欲
的
な

者
も
お
り
、
普
段
の
授
業
の
空
き
時

間
に
も
私
の
研
究
室
に
来
て
勉
強
し

ま
す
。
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
問
題

を
解
く
よ
う
に
助
言
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
家
資
格
は
年
々
難
し
く
な
っ

て
お
り
、
本
学
学
生
も
苦
労
し
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

８
年
間
続
い
た
こ
の
「
電
験
三
種
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
本
年
で
最
後
と
な

り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
後
輩
に
譲
る
時

期
が
来
た
よ
う
で
す
。

PICK UP!
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　6月20日、「Google	I/O報告会」

がマルチビジョン室で開催され、

社会人に交じって情報デザイン

学科の学生 5名も参加し、新し

い IT 技術に触れました。この報

告会は、5月にアメリカで開催さ

れた Google	I/O に参加した開発

　

現
代
社
会
学
科
一
年

生
の
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー

に
お
い
て
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

行
い
ま
し
た
。
広
島
市

瀬
野
川
東
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力

の
も
と
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
白
光
の
家
の
新
居

佳
子
さ
ん
か
ら
、
認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
接

し
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

学
生
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
家
で
財
布
を
無
く
し
た
事
例
や
コ
ン
ビ

ニ
で
の
対
応
と
い
っ
た
身
近
な
事
例
で
、
接
し

方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
学
生
は
は
じ
め
は

ど
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
て
接
し
た
ら
よ
い
の

か
手
探
り
状
態
で
し
た
が
、
認
知
症
の
方
の
言
っ

た
こ
と
、
行
動
を
否
定
し
な
い
で
ま
ず
は
受
け

止
め
る
こ
と
、
暖
か
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
講
義
を
受
講
し
、
１
年

生
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

認
知
症
に
関
す
る
知
識
に

基
づ
い
て
、
日
常
生
活
の

様
々
な
場
面
で
お
年
寄
り

の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　今年も “ ちいさな ” 平和コン
テストが開催されました。原爆
や戦争の記憶が次第に薄れてい
く中、10 年前の被爆 60 周年を
機に「情報デザイン」の視点か
ら何かができないかという動機
から始めたこのコンテストも第
11 回目を迎えました。
　今年は高校生から実際に戦争

を体験された方まで、様々な方々から 160 を超える作
品が寄せられました。これらの作品は 8月 1 日から 8

月 31 日まで、広島駅地下広場の本学展示ブー
スにて、マルチスクリーンとプロジェクタを使っ
て展示いたしました。
　今年は原爆投下から 70 年が経過します。今
回投稿いただいた方々，ならびに広島駅地下広
場で作品をご覧いただいた皆様にとって、平和
について考えるきっかけになれば幸いです。
　なお、今回の受賞作品は本コンテストのWeb
サイト（PCサイト：http://heiwa.id.hkg.ac.jp/　携帯サイト：
http://heiwa.id.hkg.ac.jp/k/）にて９月中旬ごろ公開予
定です。

情報文化学部

　被爆 70 周年を迎え、学生らが映像作品を制作しま
した。自主活動として専門授業で学んだ知識などの能
力を活かし、地域との連携を試みました。制作期間は
企画まで含め半年です。大学院生を中心に情報デザイ
ン学科３・４年生らが毎週水曜日の昼休みに集まり、
定期的に打ち合わせをしながら制作に取り組みました。
被爆および復興の記憶を被爆者と被爆伝承者の方々か
らお伺いすることで、「被爆地HIROSHIMA が持ち続け
てきた平和への思い」を知り、情報デザインを勉強し
ている立場として次代につなげることをテーマに制作
しました。

“ ちいさな ” 平和コンテスト

被爆 70 周年企画映像制作

原因、症状、対応法など、認知症への理解を
深めた

認知症の方への対応をロール
プレイで体験

IT の先端技術が紹介された
グーグル報告会

広島テレビの取材の様子

「”ちいさな”平和コンテスト」
ポスター

被
爆
70
年
、
平
和
へ
の
祈
り
が
形
に

　今回の活動及び
完成作は中国新
聞、広島テレビか
らの取材もありま
した。映像は広島
駅地下広場の本学
展示ブースとホームページからご覧いただけま
す。被爆証言者様、伝承者様、広島平和推進課
の関係者様、外部協力者様にこの場をお借りし
てお礼申し上げます。ありがとうございました。

本大学で「Google I/O 報告会 – DevFest2015 -」を開催
者たちが全国 8ヶ所をネットワークでつないで行う技

術解説セミナーで、本大学は中国地区会場となりました。

内容は、OS、Cloud、画面デザインなど多岐にわたり、

本大学会場からは株式会社トップゲートの小川信一さん

が届いたメールを自動的に解析して旅行日程などを通知

してくれる機能などを紹介しました。なお、本大学会場

のポスターは３名の学生によって制作されました。

認知症サポーター養成講座PICK UP!
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総合教育センター

　「初年次セミナー」３年目のスタート　

 
	 	 	 	お蔭様で今年度３

年目を迎える女性セ

ミナーでは、前期に

「食」をテーマに３回

の講座を企画しまし

た。

				第１回目は「お菓

子づくり」で、レストラン「ルイーズ」のオーナーシェ

フ波志氏にお菓子の作り方をご指導いただきました。

繊細なお菓子作りに挑戦する学生は、真剣な表情で材

料を正確に計量し、チョコレートの湯せんや卵の泡立

て方などきめ細かい指導を受けて、みごとに美味しい

チョコレートムースとレモンスフレを完成させまし

た。その後もチーズとバナナを使ったお菓子を作り、

楽しい講座になりました。

　第２回目のリーガロイヤルホテル広島での「テーブ

ルマナー講座」では、

皆さん最初は緊張し

てナイフとフォーク

の使い方がぎこちな

かったのですが、「マ

ナーはルールではな

く、思いやりの気持

ちです」という講師

である上野氏のお言

葉に緊張も少しほぐ

れ、徐々にスムーズ

に料理を口に運べる

ようになり、デザー

トをいただく頃には

会話も弾んでいまし

た。この講座では食事のマナーだけではなく、その雰

囲気に馴染み周囲の方への気遣いも大切だということ

を学びました。就職後、学生さんはきっとこの経験を

活かせることと思います。

　第３回目の「料理づくり」は、第１回目にお世話に

なった波志氏に再度依頼して、フレンチの魚料理をメ

インに旬のジャガイモを使った料理４品を教えていた

だきました。日頃、家庭でほとんど料理しない学生さ

んたちは、ジャガイモのスライスの仕方、バイ貝の切

り方、玉ねぎの炒め方などを学ぶことができました。

さらに「料理を均一に仕上げるコツは、材料を同じ大

きさ、同じ厚さに揃えて切ること」だという大切なこ

とを教えていただきました。調理実習後は皆さんで美

味しくいただきました。

社
会
で
生
き
る
知
識
と
技
能
を
習
得「大学生と人権」講演

『大学生の学修と生活』

お菓子づくり
料理づくり

テーブルマナー講座

女性セミナー（第１回～第３回）

			

科
目
「
初
年
次
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
・

Ⅱ
」（
前
・
後
期
）
が
3
年
目
の

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
総

合
教
育
セ
ン
タ
ー
・
各
学
科
・

事
務
部
に
よ
る
全
学
的
連
携
の

も
と
、
大
学
生
活
へ
の
円
滑
な

移
行
を
支
援
す
る
科
目
で
す
。

前
期
は
初
回
の
学
科
別
ガ
イ
ダ

ン
ス
の
あ
と
、
第
4
週
ま
で
は

全
学
科
合
同
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で

実
施
し
ま
し
た
。
第
2
・
3
週

「
大
学
生
の
学
修
と
生
活
」
で
は
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
作
成
の
テ

キ
ス
ト
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
、

大
学
の
社
会
に
お
け
る
位
置
づ

け
や
仕
組
み
・
用
語
、
本
学
院

の
歴
史
や
建
学
の
精
神
、
本
大

学
の
特
徴
や
教
育
理
念
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

		

ま
た
第
4
週
「
大
学
生
と
人

権
」
で
は
、
広
島
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
か
ら
講
師
を
迎
え
、

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を
テ
ー
マ
と
す
る

特
別
授
業
を
実
施
し
、
大
学
生

と
し
て
必
要
な
人
権
に
関
す
る

知
識
・
認
識
を
身
に
つ
け
ま
し

た
。

		
第
5
週
か
ら
は
学
科
別
セ
ミ

ナ
ー
形
式
で
実
施
さ
れ
、
所
属

学
科
で
学
び
始
め
る
う
え
で
必

要
な
自
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

		

な
お
後
期
に
は
、
ガ
ッ
ツ
石

松
客
員
教
授
に
よ
る
特
別
授
業

や
、
地
域
講
師
の
講
話
・
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
地
域

学
修
シ
リ
ー
ズ
「
せ
の
が
わ
学
」

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

PICK UP!
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れたのでスムーズに大会を進行できました」と

話してくれました。

　大会終了後は、バーベキューを楽しみました。

ここから参加する学生も多く大変賑わいました。

「みんなで片付まで

しっかりとやって、

参加者全員が楽し

く面白い日になっ

たと思います」と

花岡会長は当日を

振り返り語ってく

れました。

短期大学部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　6月 21 日、第 1回オープンキャンパスを開催しまし

た。時節柄天候が心配されましたがさわやかな天候に恵

まれ、46 名の生徒・保護者に参加していただきました。

「先生方の教え方がとても分かりやすかった」「入学させ

たい意欲が増しました」など多くのありがたい意見や感

想をいただきました。

　今年度も「エンジンの仕組み」「小型エンジンの分解

組立」「シャシダイナモの体験」をメインイベントとして、

参加者が実際に見たり触れたりすることによって、興味

や関心を呼び覚ますことを意図した体験型のイベントを

心がけました。

　今回特徴的な点は保護者の参加が 20 名と約半数を

占めたことです。これは本短大のみならず、　他大学

においても同様の傾向にあるようです。今後は保護者

が大学に求める

「教育環境・現

役学生の状況・

卒業生の活躍状

況等」について

もより説得力の

ある説明が必要

かと思います。

就職支援授業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  講師のメンバー
三菱ふそうトラック・バス ( 株 ) 坪山	直樹さん 平成 20 年 3月卒

( 株 ) ヤナセ	中国営業本部 近藤	勇気さん 平成 17 年 3月卒

広島トヨペット ( 株 )
児玉	大地さん

望月	研生さん
平成 27 年 3月卒

１
年
生
の
夏
休
み
期
間
中
の
「
個
別
企
業
研
究
」
に
向
け
て

【
卒
業
生
が
語
る
後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　毎年入学当初か

ら就職支援授業

（クルマの整備業）

を行っています。

最初は自動車整備

業や自動車整備士

の仕事の基本を教

員が教え、	後に卒

　水無月祭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　６月６日、学友会主催の水無月祭（ソフトバレーボー

ル大会）と学生生活指導委員会主催の学生交流会（バー

ベキュー）が行われました。大会は、専攻科と教職員チー

ムを含めた５チームが参加しました。１試合３セットの

総当たりの試合形式で進行しました。終盤になるにつれ

て熱戦となり、最後の試合で勝ち数が多いチーム同士が

対戦となりました。参加した学生たちが見守る中、予想

に反して教職員チームが優勝となりました。

　花岡清志郎学友会会長（自動車工業科２年　山口県立

岩国工業高校出身）は、「とても白熱したバレーができて、

汗がかけて、みんなが楽しめたようでよかったです。準

備が不十分な部分もありましたが、先生方が手伝って	く

高級外国車を扱う ( 株 ) ヤナセの近藤さんに
よる講演

ソフトバレー大会では師弟による
熱い戦いも繰り広げられた

エンジン組み立てなど体験できる
イベントも好評だった

ク
ル
マ
の
技
術
、
学
び
、
教
え
て
深
め
る

業生を招いた講演を行います。

			「学生と社会人との違い」「何故今の会社に

入社したか」「仕事をして良かったことやつ

らかったこと」など、現場ならではのお話を

伺います。今年度は計４名が学生の質問に応

える形式で講演しました。それぞれ「大型車」

「高級外国車」「人気の乗用車」を扱う会社で、

変化に富む内容は夏休みから始まる「個別企

業研究」の参考になったと学生から好評でし

た。

　また、休憩時間にもＯＢと学生が真剣に話

をしており、生の話を聞くことで学生から社

会人へのステップにつながったようでした。

オープンキャンパスPICK UP!
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　私たち総合学科１年生は４クラスとも、備

北丘陵公園に行きました。入学して間もなく

のことだったので、クラスで話をしたことが

ない人もたくさんいました。だから正直なと

ころ、「オリエンテーリングしても仲良くなれ

ないだろうな」と思っていました。しかし、

自然あふれる芝生の上でクラスの皆と活動し

たことが理由かわかりませんが、遠足が終わっ

　私がこの合宿を通じて得る
ことができたことは、三つあ

ります。

　まず一つ目は、体調管理の

大切さを理解したことです。

私	はこの 3日間、風邪をひいてしまい研修でしっかり

声を出せず、さらに偏った食事のためにおなかの調子を

崩してしまいました。そのため、各研修を楽しむことが

できず残念に思いました。普段から食事バランスに気を

付け、適度に運動して自己管理をすべきだと理解するこ

とができました。

　そして二つ目は、本気で真面目に頑張ることは決して

格好悪いことではないということです。最近「真面目が

ダサい」というような風潮がありますが、今回の合宿で

私は、誰に何と言われようと自分は自分だと考え、真面

目に取り組みました。その結果、明確な反省点と自分

を誉めるべき点がわかり、とてもよいものを得ることが	

できました。

　最後に三つ目は、当たり前とはどういうことかを理解

したことです。例えば人の話を聞くときはその人の方を

向く、といったようなことが当たり前のことだとわかっ

ているけど、本当に実行しないと当たり前だといえませ

ん。本来なら当たり前の動作でも、先生に指摘される前

に行動し、本物の当たり前に

していきたいと思います。

　今後も合宿で得たものを学

校生活で活かしていきたいで

す。

5 月 1 日、全クラスが 7 方向か
ら目的地を選び遠足を実施した

行先一覧
広島 宮島
広島 尾道
広島 三滝少年自然の家
広島 備北丘陵公園
島根 アクアス水族館
山口 錦帯橋
愛媛 大三島

高校 から発信

遠
足

たときのクラスの雰囲気は、最初と違ってとても居心地

の良いものでした。３年間で一度の最高の遠足になりま

した。

集団合宿

皆の協力が鍵となるカッター
訓練

集団行動の練習

体
育
祭

　

ク
ラ
ス
全
員
が
一
つ
に
な
る
と
は
ま
さ
に
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
な
、

と
私
は
思
い
返
す
た
び
に
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
。

　

6
組
に
は
１
つ
く
や
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
1
年
前
の

体
育
祭
で
の
ク
ラ
ス
対
抗
リ
レ
ー
で
、
決
勝
ま
で
は
進
ん
だ
が
、
惜
し

く
も
2
位
で
終
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
体
育
祭
は
リ
ベ
ン
ジ
戦

と
い
う
わ
け
で
、
男
子
の
メ
ン
バ
ー
は
特
に
、
体
育
祭
前
か
ら
と
に
か

く
燃
え
て
い
た
な
と
思
う
。
少
し
意
気
込
み
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
、
私
は
心
配
し
て
い
た
が
そ
の
ま
ま
当
日
と
な
っ
た
。
そ
の
当
日
、

男
子
は
予
選
を
2
位
で
通
過
し
た
。
そ
の
あ
と
盆
踊
り
が
終
わ
り
、
つ

い
に
決
勝
。
始
ま
っ
た
瞬
間
か
ら
、
ク
ラ
ス
全
員
が
大
き
な
声
で
応
援

を
始
め
た
。
私
も
精
一
杯
大
き
な
声
を
出
し
た
。
リ
レ
ー
は
一
人
目
の

ス
タ
ー
ト
が
成
功
し
先
頭
で
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
が
、
ア
ン
カ
ー
ま
で

少
し
ず
つ
差
が
縮
ま
っ
て
い
っ
た
。
ア
ン
カ
ー
勝
負
で
は
私
は
応
援
し

な
が
ら
祈
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
ア
ン
カ
ー
は
最
後
の
直
線
何
と
か
ぎ

り
ぎ
り
で
1
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
の
だ
。
そ
の
瞬
間
ク
ラ
ス
全
員
が
大
き

な
声
で
喜
び
、
私
は
不
覚
に
も
涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。
私
は
こ
の
時
、

全
員
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
と
思
う
。

　

最
後
の
体
育
祭
は
、
私
が
今
ま
で
体
験
し
た
中
で
一
番
素
敵
な
も
の

で
あ
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。

浴衣姿も華やかな盆踊り

クラス対抗リレーは劇的な幕切れ

PICK UP!

総
合
学
科
1
年

井い

石せ
き　

彩あ

友ゆ

　

(

府
中
中
学
校
出
身)

普通科 1年　北
きた

村
むら

　璃
り

乙
お

( 大州中学校出身 )

普
通
科
3
年　

橋は
し

本も
と　

結ゆ
い　

(

安
佐
南
中
学
校
出
身)
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総合学科の取り組み
パンフレットができました

本年度のパンフレット
（入学案内）が完成！

ここは雲の上？巧みな演出が聴衆をファンタ
ジーの世界に誘う

シャボン玉が舞う中でタップダンスを披露

原爆の惨禍を学び、平和への思いを受け継ぐ

　

今
年
も
多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
定

期
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
の
歌
劇

「
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
を
中
心
に
演
奏
し
ま
し
た
。

　

２
部
の
幕
が
上
が
る
と
、
会
場
か
ら
は

ワ
ー
ッ
と
い
う
、
た
め
息
と
も
歓
声
と
も

と
れ
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
青
い
光
と

ス
モ
ー
ク
で
演
奏
を
し
て
い
る
生
徒
た
ち

は
ま
る
で
雲
の
上
に
い
る
よ
う
で
し
た
。

一
気
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
世
界
へ
と
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
会
場
が
和
ん
だ

の
は
２
曲
目
の
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
に

出
て
く
る
動
物
を
司
会
の
桂
さ
ん
が
会
場

の
み
な
さ
ん
に
尋
ね
た
と
き
で
す
。「
ロ

バ
」、「
ニ
ワ
ト
リ
」、「
ネ
コ
」、「
イ
ヌ
」

と
か
わ
い
ら
し
い
声
で
返
事
が
返
っ
て
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
特
徴
的
な
の
は
、
生

徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
こ
と

で
す
。「
美
女
と
野
獣
メ
ド
レ
ー
」
で

は
、普
通
科
２
年
の
阪さ

か

本も
と

晴は

奈な

さ
ん
（
両

城
中
学
校
出
身)

が
バ
レ
エ
で
花
を
添

え
て
く
れ
ま
し
た
。「
ひ
み
つ
の
ア
ッ
コ

ち
ゃ
ん
」、	「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
を
歌
っ
た

り
、「
リ
ト
ル
・
マ
ー
メ
イ
ド
・
メ
ド

レ
ー
」で
は
家
庭
科
の
吉
野
先
生
の
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
衣
装
を
着
て
国
際
学
院

な
ら
で
は
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
る
で
、
海
の
中
に
い
る
よ

う
な
空
気
の
泡
を
模
し
た
シ
ャ
ボ
ン
玉

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
舞
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
演
奏
会
で
初
め
て
の
演
出
で

楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
た
。
映
画
、
魔

女
の
宅
急
便
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
テ
ー

マ
「
や
さ
し
さ
に
包
ま
れ
た
な
ら
」
を

全
員
の
合
唱
と
手
拍
子
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
カ
ッ
プ
を
使
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
２
部
最
後
の

曲
は
、
全
員
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し

　

高
校
で
は
約
30
年
間
、
１
年

生
全
ク
ラ
ス
を
対
象
と
し
て
、

被
爆
体
験
継
承
授
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
本
年
も
６
月
25
日
、

15
ク
ラ
ス
す
べ
て
に
被
爆
者
の

方
に
来
て
い
た
だ
き
、
被
爆
者

の
方
々
の
体
験
・
思
い
を
生
徒

た
ち
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

吹奏楽部第 27 回定期演奏会を終えて　～６月 21 日広島文化学園ＨＢＧホール～

総合学科１年生対象「大学訪問会」
　６月 26 日および７月３日、総合学科１年生は「産業

社会と人間」の授業において、生徒たちの「進路意識の

定着」「職業観の形成」を目的として、県内の私立７大

学を訪問しました。

訪問した７大学
広島国際学院大学
広島修道大学
広島文化学園大学
広島国際大学
比治山大学
広島経済大学
広島女学院大学

広島国際学院大学でのオリエ
ンテーション

ハイテク・リサーチ・セ
ンターを見学

レポート た
「
ス
ー
パ
ー
カ
リ
フ
ラ
ジ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
エ
ク
ス
ピ
ア
リ
ド
ー
シ
ャ
ス
」。	

　

ア
ン
コ
ー
ル
の
「
Ｊ
・
Ｐ
Ｏ
Ｐ
メ
ド
レ
ー
」

で
も
踊
り
が
あ
り
、
出
演
者
と
会
場
と
一

体
と
な
り
最
後
の
ス
テ
ー
ジ
が
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

		

今
後
と
も
吹
奏
楽
部
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「被爆体験を知る」　1 年生 LHR
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6
月
23
日
、
年
に
一
度
の
留
学
生
交
流
会
が
学

生
支
援
課
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
交
流
会
は
初
め
て
日
本
の
大
学
に
入
っ
た

留
学
生
の
不
安
と
緊
張
を
和
ら
げ
、
大
学
の
生
活

に
慣
れ
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
日

本
人
の
学
生
と
交
流
し
て
、
日
本
文
化
を
学
び
、

も
っ
と
良
く
勉
強
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
留
学
生
と
日
本
人
の
学
生
、
そ
れ
に
一

部
の
先
生
が
出
席
し
ま
し
た
。
12
時
ご
ろ
か
ら
出
席
者
が
続
々
と
入
場
し
て
き
ま
し
た
。

司
会
者
の
王お
う

浩は
お

さ
ん(

生
産
工
学
科
1
年　

中
国
遼
寧
省
出
身)

、
張
ち
ょ
う
ぶ
ん
か
ん

文
歓
さ
ん(

現
代

社
会
学
科
1
年　

同
上)

に
よ
る
開
会
祝
辞
の
後
、
お
い
し
い
中
華
料
理
を
い
た
だ
き

な
が
ら
歓
談
し
ま
し
た
。
料
理
は
学
生
や
先
生
方
に
大
好
評
で
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
腕
相
撲
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
男
女
各
5
人
ず
つ
を
選
出

し
、
勝
利
し
た
人
数
の
多
さ
を
競
う
団
体
戦
で
し
た
。
力
の
拮
抗
だ
け
で
な
く
、
団
体

精
神
の
体
現
で
も
あ
り
ま
す
。
白
熱
し
た
攻
防
も
あ
れ
ば
爆
笑
を
誘
う
珍
プ
レ
ー
も
あ

り
、
交
流
会
の
雰
囲
気
も
盛
り
上
が
り
は
頂
点
に
達
し
ま
し
た
。
最
後
は
留
学
生
チ
ー

ム
の
勝
利
で
終
わ
り
、
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
心
の
中
で
勝
負
は
重

要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
、
学
生

た
ち
の
友
情
と
信
頼
関
係
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
、
み
ん
な
の
協
力

で
よ
い
勉
強
の
環
境
を
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

留
学
生
交
流
会
は
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
腕
相
撲

大
会
が
終
わ
っ
た
後
も
有
志
が
集
ま
り
、
番

外
戦
を
繰
り
広
げ
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

ま
た
来
年
を
楽
し
み
に
、
交
流
会
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

ＯＸ）による自主作成映画の上映や茶道部によるお

茶会や、テーブルゲーム愛好会によるテーブルゲー

ム体験、競技麻雀部の麻雀大会が行われました。普

段触れることのない茶道や麻雀などについて知る機

会となれば光栄です。

　「定期演奏会」では、二階のスタジオで吹奏楽と

Music	Planning	Agency(MPA) 所属の 2バンドによる

演奏が行われました。また、スタジオでの音響やＭ

Ｃとして放送通信研究会 (VOD) が担当しました。両

サークルとも限られた時間の中で素晴らしい演奏を

披露してくれました。

　また、文化局では 10 月 17 ～ 18 日に大学で行われ

る高城祭にて文化系サークルの展示 ( 文化展 ) を中野

キャンパス 10 号

館にて行います。

面白い企画を考案

中ですので、ご期

待ください。

　皆様こんにちは。

学友会文化局局長

の宮本諒平です。

　6 月 18 日、私達

文化局員と本大学

の文化系サークル

による「第 27 回学外展　晩成～確実な一歩～」を安

芸区民文化センターにて開催しました。

　学外展では、写真部、ボランティア部、表千家流茶

道部、美術研究愛好会などの 5サークルによる展示

が行われました。

今年からは入口に風船でゲートを作ってみました。ヘ

リウムガスで風船を膨らまし一個ずつ紐に付け完成し

たものが隣の写真になります。

　学外展の展示内容は一階のギャラリーではボラン

ティア部のバルーンアートや美術研究愛好会の作品や

写真部の展示など、個性的な展示や活動が行われまし

た。

　また三階の特設会場では映画研究愛好会（ＴＯＹＢ

留 学 生 交 流 会

留学生、日本人学生、教員が大勢集まった
交流会。テーブルにはおいしい中華料理が
並び参加者に大好評だった

腕相撲大会では女子に成りすまし出場する強者？
に大爆笑。珍プレーあり白熱の攻防あり、最高に
盛り上がった

吹奏楽部による演奏

会場入り口を風船で飾り付け、カラフルな
ゲートを作った

第
27
回
学
外
展
　

広島国際学院レポート

PICK UP!

学
友
会
文
化
局
長
　
宮
本
諒
平

（
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科
2
年
　
日
彰
館
高
校
出
身
）

秦
ち ん

　 揚
や ん

（ 生 産 工 学 科 1 年 　 中 国 ・ 黒 龍 江 省 出 身 ）
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りも皆様の胸に深く刻まれた

のは、恩師や旧友との会話で

す。生徒時代の良くも悪くも

様々な体験をした思い出や、

先生方との思い出に、本当に

華が開いていました。そして、

閉会後の皆様が笑顔で退席される姿を見て、役員ならび

に事務局一同とても充足感を得ることができました。

　高校同窓会は、学園の発展と共に 70、80 と歳を重ね

てまいりたいと思います。引き続き、ご支援をお願いい

たします。

　6月 27 日、ホテルグラン

ヴィア広島において、「創立

60 周年記念行事」を開催い

たしました。式典・祝賀会

には、山岡寛次海田町長様

をはじめ、鶴素直理事長様、森崎恒夫学校長様と多くの

御来賓をお迎えし、同窓会員を含め、約 300 名近い出

席者が参会いたしました。

　周年行事では、雅正会（坂支部幹事長	林昭治氏）に

よる雅楽演奏、同窓会会員でもある歌手の加納ひろし氏

によるアトラクションが執り行われました。また、何よ

　毎年各地の学校で行われる
教育実習に、本大学の学生も
多数参加しています。そのう
ち系列高校の教育実習には、
今年 3 人が挑戦しました。学
生の感想を紹介します。
　僕たちは 3 週間、広島国際

学院高等学校に教育実習でお世話になりました。実習期
間では教師という立場で物事を考えるという貴重な体験
をすることができたとともに、仕事に対する自分の意識
の低さを気付かされる毎日でした。
　正直、授業がうまくできなかったり、自分のやるべき

　

6
月
20
～
21

日
、
静
岡
県
掛

川
市
の
ヤ
マ
ハ

リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ

れ
た
第
50
回
全
日

本
学
生
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
女
子
王
座
決

定
戦
に
本
大
学
女

子
チ
ー
ム
が
16
年

ぶ
り
で
出
場
し
ま

し
た
。
以
下
は
西

村
千
晶
さ
ん(

食
農
バ
イ
オ
・
リ
サ
イ
ク
ル
学
科
3
年　

邇
摩
高

校
出
身)

の
感
想
で
す
。

　

試
合
前
は
団
体
練
習
は
も
ち
ろ
ん
個
人
練
習
を
意
識
し
、
点
数

を
気
に
せ
ず
自
分
の
射
形
を
忘
れ
ず
に
射
つ
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
。
ま
た
、全
国
大
会
に
出
場
す
る
の
が
初
め
て
の
選
手
が
多
く
、

場
の
空
気
に
の
ま
れ
な
い
よ
う
事
前
に
先
輩
方
な
ど
に
話
を
聞
い

て
緊
張
し
な
い
よ
う
対
策
を
た
て
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
周
り
を
気
に
せ
ず
、
自
分
や
メ
ン
バ
ー
の
調
子
な

ど
に
集
中
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
緊
張
し
て
う
ま
く
で
き

な
く
て
も
す
ぐ
切
り
替
え
て
常
に
的
の
中
心
を
当
て
る
自
信
を
持

つ
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
調
子
が
下
が
ら
ず
目
標
と

し
て
い
た
点
数
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
全
国
大
会

の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
上
位
入
賞
を
果
た
す
に
は
足
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

試
合
後
は
「
も
っ
と
高
い
点
数
が
出
せ
た
し
、
も
っ
と
高
い
順

位
に
行
け
た
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
個
人
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
女

子
部
員
を
増
や
し
、
ま
た
全
日
本
王
座
に
出
場
で
き
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

高校同窓会 創立 60 周年記念式典・祝賀会

教 育 実 習 　 ― 教 師 を め ざ し 奮 闘 し た 3 週 間 ―

アーチェリー部全国出場

藤屋さん ( 中央 ) のほか、鈴木
智裕さん ( 左 ) と藤仙克信さん
( いずれも総合工学科 4 年 ) も
母校で教育実習を行った

60 周年を寿ぐ雅楽演奏 歌手の加納ひろしさんのライ
ブに同窓会員も大盛り上がり

左から岡﨑芽衣選手（食農バイオ・リサイクル学
科 3 年・安芸南高校出身）・木村早紀選手（同 2 年・
西条農業高校出身）・石田明日香コーチ（本大学
OG）と西村選手

ことが思った通りにできなかったりと体力的にも、精神
的にも厳しく、「こんな日々を 3 週間も続けられるのか
…」と何度も考えました。しかし、ホームルームや体育
祭などを通して生徒と触れ合うことで教師としての楽し
さというものを感じることができ、「やっぱり教師って
いいな。自分も教師になりたい」と改めて思うことがで
きました。
　高等学校の先生方にはたくさんのご迷惑をおかけした
ことと思いますが、先生方の指導のおかげで、とても良
い実習期間を送ることができました。この実習で経験し
たことを活かして、良い先生になれるよう励んでいこう
と思います。（藤屋　昌駿　総合工学科 4 年　広島国際学院高校出身 )

PICK UP!
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サポートしました。また 4

月 8 ～ 14 日の履修登録期

間では、新入生のための履

修相談ブースも学生談話室

に開設しました。これら本

番タスクを終え、4 月 25

日には振返プログラムを実施し、活動を通じてみずか

ら考えたことをチーム内でも共有しました。

●第 2クール　～O.C. サポート～　

　第 2 クールは、1

年生の新メンバーを

加 え、5 月 23 ～ 24

日に始動プログラム

を実施しました。ま

ずメンバー同士のきずなを深めながら、O.C. 来場者を

迎えるチームを結成しました。また、グループで協力・

役割分担してミッションを達成するプログラムなども

行いました。さらに、チーム内スローガン「自信を持

ち高校生の憧れる存在に！！」を策定し、具体的な行

動規範「あいさつの徹底」も決めました。そして、6

月 28 日には、第 1回 O.C. のサポート活動をおこない

ました。前日の清掃・設営作業から始まり、当日は、

来場者を案内・誘導するキャ

ンパス・アドバイザーとし

て、また各学科の特色を伝

える学科展示スタッフとし

て活動しました。この経験

もふまえ、残る 2回の本番

タスク、すなわち 8月開催

の第 2・3回 O.C. のサポート活動に臨みました。

　本大学はこれまでも、学生スタッフの協力をえなが

ら、さまざまなイベントを実施してきました。主体的

に活動する高城チャレンジメンバーの活躍によって、

さらに学生目線の大学イベントに変わることを期待し

ています。また、この体験を通じて、学生の個性・特

長が大きく育つこと、すなわち高城チャレンジの目的

「大学を変える挑戦、自分が変わる挑戦」が実現して

ほしいと願っています。

　今年度、学長が主宰する本大学サポー

ター養成プロジェクト「高城チャレンジ」

が本格始動しました。高城チャレンジは、

メンバーとなった学生が、さまざまな大学

イベントにおける活動を通じて、企画・実

践・検証する過程や、合意形成する過程を

体験しながら、それぞれの個性・特長に応

じて、実行力・傾聴力・課題解決力・リーダー

シップといった能力を身につけることを目

的としています。

　1年間の活動計画は、新入生サポートな

どを行う第 1クールと、オープンキャンパ

ス（O.C.）サポートなどを行う第 2クール

に分かれます。昨年度末から 1・2年生（現

2・3年生）約 50 名が応募登録し、第 1クー

ルの活動を終了しました。第 2クールから

は新 1年生 40 名を加え、現在、計 96 名が

メンバー登録しています。

●第 1クール　～新入生サポート～

　 昨年度 3 月 4 日

の第 1 クール始

動プログラムで

は、メンバーの

相互理解を深め、

次年度春に迎え

る新入生をサポートするチーム創りを行い

ました。全体と学科ごとの世話役も決め、

チームビジョン「主役は新入生	～私たち

が笑顔でサポートします～」を決定しまし

た。そして、今年度 4月 3～ 4日の本番タ

スクでは、「自己の探求Ⅰ」の各クラスに

学生スタッフとして入り、講師や新入生を
今
後
の
主
な
行
事
予
定

(
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学院 創立記念日 (11/1)

大学・短大
国学大運動会 (9/5)　後期ガイダンス ( 大 9/17~18　短 1 年 9/10 2 年 9/11)　授業開始 ( 大 9/19 短 9/14)　
オープンキャンパス ( 短 9/20)　高城祭 (10/17~18)　保護者懇談会 ( 短 10/31)　推薦入試 ( 大 11/14　短 11/13)　
冬季休業 ( 大 12/24~1/7　短 12/24~1/5)

高校 始業式 (9/1)　オープンスクール (9/20~21)　修学旅行 (2 年 10/15 ～ 19)　文化祭 (11/22)　終業式 (12/19)

発行／学校法人　広島国際学院　法人本部　総務課

編集協力／末房守、サイラクシミ、小川義弘（エディトリアルサポート学生）

住所：〒 739	-	0321　広島市安芸区中野六丁目	20	-1　電話：（082）	820	-	2345

この広報誌及び第三者認証評価結果はホームページでご覧になれます。	http://hkg.ac.jp

高校生以上の方に図書館を開放しています。詳細は図書館までお問い合わせください。	TEL:082-820-2536
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金谷拓実さんに栄冠
第 100 回日本アマチュアゴルフ選手権

広島国際学院高等学校

男子団体も初の頂点
全国高等学校ゴルフ選手権



　兵庫県廣野ゴルフ倶楽部で開催されたゴルフの第 100 回日本アマチュア選手権大会において、広島国際学院高
校普通科 2年の金谷拓実さんが初優勝しました。

　7月 13 日に行われた決勝では大利根中 3年の中島啓太さん ( 埼玉県 ) と対戦。10 アンド 9で中島さんを破り、

王座に輝きました。広島県出身選手としては 1990 年の倉本泰信さん以来の栄誉となります。金谷さんは決勝当日

で 17 歳 51 日。優勝に加え、100 回目の記念大会を最年少記録更新で飾る快挙を成し遂げました。

高校選手権と日本ジュニアでも優勝したい　―金谷拓実さん―
　優勝した時もまさか自分が勝てるとは思わず実感がわかなかったと

いいます。ただ「周りの方々に『おめでとう』と言われると、優勝し

たことを改めて感じます」と答えていました。大会では一つでもいい

順位で挙がれるように考え、冷静に自分のプレーをしようと心がけた

ということです。

　普段の授業もある中、練習に試合にと忙しい毎日をこなす金谷さん。

メンタル、フィジカル、集中力をどのように維持しているのでしょう

か。「常に、上手くなるためにはどうしたらいいかを考えるようにし

ています。集中力を高めるため、ランニングで自分をぎりぎりまで追

い込みます」。

　金谷さんは今後の目標について、夏の高校選手権と日本ジュニアで

の優勝と語り、「勝負どころのパッティングを見てほしい」と締めく

くりました。

優勝を原動力に、大きな飛躍を　―橋田源太郎監督―
　金谷さんを指導する高校ゴルフ部・橋田源太郎監督は、優勝が決まった瞬間の気持ちについて「心地よい疲労感、やっと

終わったと思いました。流れは完全に金谷に向いていたため、安心して観戦できましたが、27ホール目の優勝が決まった瞬間、

天を仰ぎ目に熱いものを感じました」と語りました。しかし歴代最年少優勝、また広島県勢では 1990 年以来の快挙という

ことには、優勝できた年齢がたまたま17歳と51日だっただけで何も感じなかったとのことです。決勝戦は相手に反撃のチャ

ンスを与えない試合運びだったと橋田監督。「本当の決勝戦は準決勝の石徳俊樹君 (広島国際、大阪学院大3年 )との戦いだっ

たと思います」と話していました。

　金谷さんについて橋田監督は、「試合に対するモチベーションを考えてコース戦略を立てることができ、相手が誰であっ

ても自分のプレースタイルを崩さない選手。決しておごらず、自分の置かれている立場を理解して行動できる生徒であるこ

とを常に考えて、日々の生活を送っています」と語りました。

今回の優勝は、金谷さんが今後大きく飛躍していく原動力になるという橋田監督。「日本アマチュア選手権大会優勝によって、

ジュニアゴルファーに注目される憧れの人になると同時に、全国の人々から興味の視線を常に注がれるからです。そのため、

広島国際学院高等学校の校名を汚すことなく、発言、行動には細心の注意を払って日々の生活を送ることになります」と期

待を寄せました。

第 100 回日本アマチュアゴルフ選手権に史上最年少
で優勝し、表彰を受ける金谷さん

男子団体も初の頂点　―全国高校選手権―

優勝した男子団体チーム

　山口市の宇部 72 カントリークラブで開催された平成 27 年度全国高

等学校ゴルフ選手権は、 8 月 5 日に最終日を迎えました。 1 チーム

4 人中上位 3 人の合計スコアで争った男子団体の部で、 普通科 3

年の関藤直熙さん率いる広島国際学院高校はトータル 426 をマーク

し、 初優勝。 金谷さんのアマチュア選手権優勝に続いて母校に歓喜

をもたらしました。

男子団体最終結果　広島国際学院　４２６（２１４、２１２）

平成 27年度全国高等学校

ゴルフ選手権優勝メンバー

　関藤直熙 （普通科 3年　駅家中学校出身） 富永暁登 （普通科 3年　倉敷第一中学校出身）

　金谷拓実 （普通科 2年　昭和北中学校出身）

　関藤侑嗣 （普通科 1年　駅家中学校出身） 吉田好輝 （普通科 1年　東原中学校出身）
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